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社会の持続的発展に貢献する
人と自然に優しい
インフラ設備とまちづくりのために。

これからのまちづくりは、自然との共生を図り、高齢者に優しく、
将来に負の遺産を残さない、「社会の持続的発展」を考えたまちづくりが必要です。
また、人口減少や高齢化、高度な情報社会への対応など、
社会のニーズは多様化しています。
社会環境工学科では、社会基盤施設の整備や維持管理に関する学びをベースに、
未来に向けた新技術と知識に幅広く対応できる能力を養います。

充実した就職指導・資格取得
　本学科は、伝統的に高い就職率を誇っています。資格取得の
面も充実しており、JABEE 認定による技術士補の他にも、測量
士補などの資格を卒業と同時に得ることができます。教職員と、
4,400 名以上にもおよぶ卒業生のOB 会（北杜会）との緊密な連携
とバックアップによって、皆さんの就職を強力にサポートします。

技術者倫理教育
　近年、技術者による不祥事件が多発し、技術者倫理の重要性
に対する認識が急速に高まっています。本学科では「技術者倫理・
演習」を必修科目とし、さらに科目間での技術者倫理教育を横
断的に行うことにより、社会的に信用・信頼される技術者の育成
を目指します。

導入教育・初年度教育
　本学科は、1 年次の導入教育・初年度教育に力を入れています。
大学入学前の数学、物理学の履修が十分でない学生に対し、基
礎物理数学セミナー、数学基礎セミナー（いずれも選択）を開
設したり、専門教育への準備としてシビルエンジニアリング（CE）
基礎セミナー、CE 総論などの科目も開設しています。

　本学科の教育プログラムは、2003 年度に私立大学としては北
海道内で初めて「土木および土木関連分野」における JABEE の
認定を受けました。JABEE 認定プログラムを修了すると、工学系
技術者にとって最も権威ある資格である「技術士」の第一次試験
合格と同等の資格である「技術士補」を自動的に取得できます。
　技術士（建設部門）は合格率十数％の狭き門ですが、右のグラ
フに示すように、本学科の卒業生は毎年着実に技術士の資格を取
得しています。

道内私大で唯一 JABEE 認定プログラム
合格率十数 % の狭き門

「技術士」への第一歩
社会環境工学科卒業生の技術士合格者数
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社会環境工学科では、
新時代を迎える北海道を支える技術者を育成します。

3 4

環境工学序論

環境地質学

水理学Ⅰ・演習

水理学Ⅱ・演習

計画数理Ⅰ・演習

社会基盤施設維持管理工学

構造力学Ⅰ・演習

構造力学Ⅱ・演習

土質工学Ⅰ・演習

土質工学Ⅱ・演習

シビルエンジニアリング基礎セミナー

シビルエンジニアリング総論

情報処理Ⅰ・演習

環 境 工 学 系

水 工 系

計画・設計・維持管理系

構 造 ・ 材 料 系

土 質 ・ 施 工 系

総 合 系

上下水道工学Ⅰ・Ⅱ

保全生態学

防災工学

港湾工学

建設マネジメント

計画数理Ⅱ・演習 道路工学 都市・交通計画

寒冷地舗装工学 コンクリート構造設計演習

地盤・構造材料実験

鋼構造工学

情報処理Ⅱ・演習

プログラミング

環境アセスメント

都市環境工学

景観工学

環境計測学・実習

河川工学

都市経営論

コンクリート工学

構造解析学 地震工学

コンクリート構造工学

地盤工学

火薬学

測量学Ⅰ・Ⅱ

測量実習

橋梁工学

大 学 院 大 学 院

卒業研究 卒業研究

社会環境コース  専門教育科目 一般教育科目（数多く 開講されている科目の一例）

工学基礎科目（主な科目）

環境情報コース  専門教育科目

CAD演習 インターンシップA・B

シビルエンジニアリングデザインセミナー

プレゼンテーション

技術者倫理・演習

北海道学

基盤科目

教養科目

環境工学序論

環境地質学

保全生態学

情報処理Ⅰ・演習

情報処理Ⅱ・演習

計画数理Ⅰ・演習/Ⅱ・演習

住民参加論

防災工学

リスクマネジメント

シビルエンジニアリング基礎セミナー

シビルエンジニアリング総論

都 市 環 境 系

都 市 情 報 系

都 市 経 営 系

都 市 防 災 系

総 合 系
測量学Ⅰ・Ⅱ

微生物学

環境計測学・実習

データ処理論実習

プログラミング

鋼構造工学

地盤工学

構造の力学A・演習

構造の力学B・演習

寒地政策論
英語、ドイツ語、　　 フランス語、中国語、ロシア語、
韓国・朝鮮語

社会科学

人文科学

自然科学

健康とスポーツの科学 Ⅰ・Ⅱ 体育実技

コンピュータ科学 情報技術論情報

身体

言語

上下水道工学Ⅰ・Ⅱ

環境評価論

CAD演習

防災情報システム

社会調査法

橋梁工学

地震工学

地盤・構造材料実験寒地・都市防災論 河川工学

コンクリート工学

コンクリート構造工学

流れ学B・演習

基礎土質工学A・演習

流れ学A・演習

都市環境工学

環境アセスメント

景観工学

地域交通論

都市・交通計画

道路工学

都市経営論

基礎土質工学B・演習

技術者倫理・演習

インターンシップA・B測量実習

シビルエンジニアリングデザインセミナー

プレゼンテーション

線形代数学Ⅰ・Ⅱ

微分積分学Ⅰ・Ⅱ

代数学Ⅰ・Ⅱ

物理学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

振動・波動工学

数学概論Ⅰ・Ⅱ物理学概論Ⅰ・Ⅱ 地球科学Ⅰ・Ⅱ

物質環境科学環境生物科学Ⅰ・Ⅱ 数学セミナーⅠ・Ⅱ

言語学Ⅰ・Ⅱ倫理学Ⅰ・Ⅱ 歴史学Ⅰ・Ⅱ

日本国憲法法学 マスコミ論

北方圏文化論北海道史 大学史

化学セミナーⅠ・Ⅱ 宇宙科学Ⅰ・Ⅱ 地球環境セミナーⅠ・Ⅱ

幾何学Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目  基盤数理系（主な科目）
確率統計

環境統計学・演習

品質管理・演習

応用数学Ⅰ・Ⅱ

橋梁工学 都市・交通計画防災工学

社会環境コース 環境情報コース

情報処理Ⅰ・演習、情報処理Ⅱ・演習社会基盤施設維持管理工学 環境評価論

大鳴門橋（神戸淡路鳴門自動車道） 水害で陥没した道路 札幌駅前雪印パーラー（施工前） サロベツ湿原と周辺の農地塗装劣化

　都市交通では、幾つかの交通機関の役割分担が
重要ですが、業務交通の主役は自動車即ち道路交
通です。この業務交通は特に都心部での路上駐車
を伴い、それが大きな問題ともなっています。

　橋梁構造物は、社会基盤施設を代表する構造物
です。本科目では、地震などの災害に強く、周囲
の景観ともマッチした、様々な橋梁形式の選定方
法、その設計やデザインの手法、さらに、将来に
向けた維持管理に関する技術を学びます。

　頻発する地震・台風・津波などの悲惨な大規模
災害から住民を守るためには、平常時、災害時、
復旧時の各時点における総合的な対策が必要で
す。この科目では各種災害について、原因とハー
ド・ソフト両面からの対策を学びます。

　表計算ソフトを用いた数値データの扱い方、
様々なグラフの作成方法を情報処理Ⅰ・演習で、
応用問題の解き方を情報処理Ⅱ・演習で学び、デー
タ処理論実習やプログラミングなどの応用科目へ
の基礎学力を身に付けます。

　コンクリート構造物、鋼構造物それぞれにおい
て、錆、疲労、凍結融解、アルカリ骨材反応等の
劣化の要因と現状、初期設計時の対応を学習し、
劣化後の補修工法、ライフサイクルコスト最小を
目指した維持管理計画について学びます。

　人間活動が環境に与える影響を評価する方法、
環境中に排出されてしまった有害物質の移動を把
握する方法、守るべき環境の価値を見えるように
する手法などについて学びます。また、持続可能
な社会実現に向けて何が必要か考えます。

災害に強いまちづくり ・胆振東部地震からの復興
・北海道豪雨災害を受けた治水対策01

世界へ発信する
HOKKAIDOの環境づくり

・自然環境の保護と観光資源化の両立
・北広島ボールパーク建設02

交通ネットワークの再構築 ・北海道新幹線の延線
・地方の鉄道廃線に伴う二次交通網の整備03

学びのキーワード

社会環境工学は、旧来の「土木工学」と「環境工学」が合体した学問体系です。

私たちは、道路や鉄道、河川、港湾、トンネル、橋、水道 ･ 電気 ･ ガスなどのライフラインのおかげで、

便利で快適な生活を送ることができています。その基盤となるのが「土木工学」です。

そして、人間の生活の利便性を維持しつつ、自然環境を守ることを目標とした学問が「環境工学」。

持続可能な社会の実現に向けて何が必要かを考える学問です。

社会環境工学科では「社会環境コース」と「環境情報コース」の２コース制を設置して、

社会のニーズに幅広く対応できる技術者を育成します。
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　新たな研究テー
マにも取り組み始
めています。一つ
は 道 路 の 無 電 柱
化。これは、景観
だけではなく、防
災的にも大きな意
味があります。も

う一つは、エネルギー資源として注目
されているメタンハイドレードの掘削
技術について。より良い方法はないか、
日夜考えを巡らせています。

　ここは実験がメ
インの研究室。知
的好寄心を引き出
すため実際の問題
とリンクした研究
をしたいと考えて
います。技術系の
分野では、 仕事を

するようになってから教員とのつなが
りが大事になることも多いので、 学生た
ちが卒業後に帰ってきやすい関係の研
究室を目指しています。

道路や鉄道を地すべりから守るグラウンドアンカーの
寒冷地・北海道に対応した維持管理技術の開発へ。

土
Keyword

工学部社会環境工学科　小
お の

野 丘
たかし

 教授 　【専門：地盤工学】

主な担当科目：土質工学 I ・演習、土質工学 II・演習、地盤材料実験

研究テーマ：凍上力を受けるグラウンドアンカーの解析と維持管理手法

　地盤の凍上力を受ける土槽モデル実験やメカニカルなモデル実験、現場で
の計測、解析を行って研究を進めています。凍上によって、どんなメカニズム
でどのぐらいの力がかかっているのかなどは、これまでほとんど研究されてい
ません。グラウンドアンカーを管理する現場では、もしアンカーとして役立っ
ていないものがあれば地すべりが起きてしまうのではないかと深刻な問題に
なっていることがそもそもの研究動機です。地盤と構造物との相互関係は複
雑で、それを実験的・解析的に明らかにするため工夫し、その結果を現場で
観察される現象と結びつけることに研究のやりがいがあります。

現場が切迫している深刻な問題に応えたい

　北海道はもちろん全国各地で、斜面の地すべりを防止する目的でグラウンド
アンカーが設置されています。グラウンドアンカーはワイヤーの緊張力によっ
て地中のすべり面を抑えていますが、北海道のような寒冷地では地盤の凍上
によって設計で想定されていない力（凍上力）が作用し、その機能が損なわ
れてしまうことがあります。そこで、凍上力によるグラーウンドアンカーの力
学的な挙動を解析して、その機能を保持するための維持管理技術を開発する
研究に取り組んでいます。
　国内には多くの地すべり地帯があり、そこを通る高速道路や幹線道路・鉄
道もたくさんあります。そのような地域では特に、その社会資本としての機能
の維持が物流上も防災上も重要です。この研究によって、不安定斜面の安定
性を経済的、効果的、長期的に維持できることが期待されます。特に、これ
まで考慮されてきていない寒冷地におけるグラウンドアンカーの維持管理に
寄与することができます。

斜面の安定性の経済的・効果的 •
長期的維持のために

凍上力を調べるために土を実際に凍上させる土槽実験を実施

多数のエアシンダーを用いて凍上力を受けるグラウンドアンカーの挙動を調べる実験

研究紹介 01

　土や地盤の工学的な性質から利用法、挙動などすべてを含む学問が土質工
学（地盤工学）です。土質工学とは何かから説き起こし、続いて土の基本的
性質などについて説明していきます。社会基盤を支えている土と、その集合
体である地盤の挙動を知ることは、土木技術者として仕事をしていく上では不
可欠なことです。土粒子と水と空気から構成されている土の工学的性質をよく
理解して、優れた地盤技術者になってほしい。そのために、それぞれが知識
を確実に身につけることを目指して、2 コマ続けて講義と演習を組み合わせて
授業を進めていきます。特に演習には 1 コマ分を当て、十分な時間を使って
お互いに考えることができ、かつ、自由に質問できる場をつくっているので、
分からないことはどんどん聞いてください。

知識をしっかり身につけて優れた技術者を目指そう

土質工学・演習 小野教授からの  Message

　北海道に住んでいると、路上にあるマンホールや水道管の仕切弁筐などの
鉛直埋設管周辺の舗装に、ひび割れや凸凹ができているのを見たことがある
と思います。段差ができるとつまずいたり、交通振動を起こしたりするため、
こうした現象が起きないようにする対策が求められています。冬に地盤が凍
結して膨張するために起きる現象ですが、管の中に冷気が入ってしまうことに
よる影響でどれだけ膨張するかなどを明らかにする実験を行い、その上で対
策工を試すことにも並行して取り組んでいます。さらに、既設のものに対する
対策と、新設する場合に簡便に取り入れられる対策など、考えなければいけ
ない観点もさまざまです。実験室内だけではなく、実際の現場で状況を計測
したり、試験施工を行ってひと冬の経過を観測したりすることも必要です。ま
だ課題は多いので、研究室の学生とも一緒に試行錯誤しながら、地盤の凍結
膨張を防ぐことができる解決策を探していきます。

寒冷地特有の身近な問題に取り組み、 
実用的な対策を検討

　私の専門は凍結膨張や凍上で、斜面崩壊など地盤災害のメカニズムについ
て研究しています。共通するテーマとなっているのは、すべて自分たちのすごく
身近なところにあって、解決すべき問題であるということ。地域特有の問題を
地盤工学の知識を使って解決していくことは、研究の面白さでもあります。私
たち土木の分野は、縁の下の力持ちといえる存在。道路や鉄道などのインフラ
全般には土木の力が欠かせません。みんなが快適な生活を送れるようにする
最も基礎的な学問だと思っています。

みんなが快適な生活を送れるように
土木の知識を活用！

マンホールなどの周辺にできるひび割れや凸凹は危険！
原因となる地盤の凍結融解の仕組みを突き止めて解決策を。

地盤
Keyword

工学部社会環境工学科　所
ところ

　哲
て つ

也
や

 准教授　【専門：地盤工学】

主な担当科目：地盤工学、測量学 II、測量実習

研究テーマ：凍結融解により生じる鉛直埋設管周辺の不陸防止工法の構築

研究紹介 02

所准教授からの  Message

　例えば、トンネルは土を掘っていきますし、橋梁を造る時も土に基礎を打っ
ています。土を分かっていなければ、安全な構造物を造ることはできません。
建設業に携わっていく上で、土は絶対に扱わなければならないので、「地盤工 
学」は欠かすことのできない基礎の一つといえます。授業では、土質力学を
もとに、斜面崩壊や擁壁の設計など実務への応用を学びます。寒冷地特有の
地盤災害などについても解説し、将来、北海道内で活躍するにあたって携わ
るであろう基礎的な問題を授業の中で理解してもらいたいと思っています。ま
た、斜面崩壊などさまざまな現場に足を運んで撮影した写真などをできるだ
け学生に見せ、実際に起きている問題と学ぶ内容とのつながりについても説
明します。

斜面崩壊など実際に起きている問題とも結びつけて解説

地盤工学授業

凍結膨張によって舗装が損傷したマンホール周辺

地震による液状化対策も地盤工学の
対象の一つ 胆振東部地震での斜面崩壊

水道管の仕切弁筐に生じた段差を計測

授業
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　私の授業に対す
る基本的な考え方
は、2 年 生 か ら 専
門科目を受ける時
に、学生が苦手感
を抱いてしまわな
い よ う に す る こ
と。将来のために

必要な知識なので、できるだけ分かり
やすいところから始め、学生主体の授
業方法であるアクティブラーニングを
取り入れています。

　 研 究 の 動 機 に
なって い る の は、
大学院生の時、自
分できちんと考え
て「 あっ！ こうい
うことなんだ」と
分かった経験をし
ていることにある

と思います。それはしんどいけれど楽し
いことですから、そういう経験を学生も
味わってくれたら素敵だなと思って授業
をしています。

強風で木が倒れるメカニズムの解明を。
実験で振動特性を把握し、林業被害を防ぐ対策を考えます。

振動・波動
Keyword

工学部社会環境工学科　小
お

幡
ば た

 卓
た か

司
し

 教授 　【専門：橋梁工学、構造工学、 維持管理工学】

主な担当科目：構造力学 I ・演習、構造力学 II・演習、鋼構造工学、橋梁工学

研究テーマ：樹木の振動実験

　まだ分からないことも多く、今後は振動数を細かく変えた実験などを繰り返
していくことが必要です。どの振動モードが卓越した時に大きな発散振動が起
こるのかが分かれば、倒木を防ぐことも可能になります。例えば、倒れるモー
ドが出る樹木のポイントにひもをつないで地面に簡単に固定するだけで、その
モードは出なくなります。樹種ごとに特性が違うと思いますので、別の樹木で
も同じようなメカニズムで発散振動が起こるのかを確認しながら、林業の被害
を防ぐための対策を考えていきます。

倒木を防ぐ方法を考えるため
さらに細かなデータの蓄積を

　もともと橋梁の維持管理などが専門で振動も扱ってきたことから、樹木の
振動特性についての研究に 2 年ほど前から関わるようになりました。台風な
どによる強風で樹木が倒れると林業に大きな被害が及ぶほか、樹木は山の土
砂崩れを防ぐなど防災面での役割も果たしており、倒壊メカニズムを解明す
ることは社会的にも重要です。樹木の振動実験がエ学的に行われた例も少な
いため、我々はまず振動特性を明らかにしようと、約 5m のホオノキを揺すっ
て幹・枝・葉の振動数などを測定する実験を実施。結果を解析すると、時間
がたつにつれて揺れがどんどん増幅していく発散振動という特性があること
が分かりました。吊り橋などで起こる発散振動が樹木でも起きるとは思わな
かったので、ビックリしました。また、木は幹を揺するとその後に枝が付いて
いくかたちになり、振動に時間差ができます。それが、長い間揺すっていると
幹と枝が同じ揺れ方をするようになり、振動が大きくなっていくことも分かり
ました。これらの新たな発見から、樹木が倒れる原因が見えてきたところです。

約5m のホオノキの幹・枝・葉に
加速度計を付けて実験

研究紹介 03

　橋などの構造物が外力を受けた場合、内部にどのような力が働くか、どの
ように変形するかなどを学ぶのが構造力学。社会基盤構造物の設計の基礎と
なるため、確実に理解してもらえるように授業を工夫しています。
　学内のシステムを活用して各回の授業の資料を事前に公開し、学生それぞ
れに予習をしてノートを書いてきてもらった上で、実際の授業もその資料に基
づいて行い、演習問題を解くというスタイルです。資料は自宅のパソコンでも
スマートフォンでも、学期中は自由に見ることができますから、自分のタイミ
ングで予習・復習ができます。どうしても身につけてほしい基礎なので、授業
の中で学生に分かったかを何度も確認し、分からなければ繰り返し説明しな
がら進めます。

「分かった？」大切な基礎だから何度も確認しながら説明

構造力学Ⅰ・演習授業 小幡教授からの  Message

　毎日通る身近な橋も、巨大でカッコイイ橋も、安全であることが当たり前だ
と思っていますが、例えば大きな地震があった時、本当に大丈夫なのか。寒
さの厳しい北海道では、凍害によるコンクリートの劣化で、 安全が脅かされる
事例が多く観察されています。そこで私は、市町村が管理する橋などの既設
コンクリート構造物の耐力（どれだけの力に耐えられるか）を簡単に評価でき
る技術について研究しています。現在は実質、目視による点検しかない状況
ですが、劣化の位置によって構造物の挙動は大きく変わります。目視点検は
簡単で実用的な方法ではありますが、劣化が著しい場合には限界があります。
このような場合に、コンピュータを使った数値計算が有効になります。橋の
劣化度によって目視と数値計算をうまく使い分けることができれば、まだ使え
る／補修すれば使える／もう使えないといった判断が効率的にできるはずで
す。数値計算の結果と実験結果を比較 · 検討することで、その技術の確立を
目指しています。

この橋は大地震でも大丈夫？
適切に評価して維持管理を

　この研究では、数値計算の確からしさを実験と比較することで検証するステッ
プが重要です。そこで、研究室の学生と一緒にコンクリートを作製し、数力月
間繰り返し温度変化（− 15℃ 〜＋ 20℃ ) を与えてから載荷試験を行ってデータ
を取っています。研究で念頭に置いているのは、「社会に本当に求められている
ことは何か」。50 年先を予測して橋を設計するのは難しいことですが、50 年間
使われた橋のデータが、新しい橋の設計時に役立つことは絶対にあるはずです。
研究室では、学生と一緒に実際に劣化した橋を訪れ、設計時の資料を見なが
ら劣化の状況を調査する活動も行っています。

50 年使った橋を見ることが、 
新しい橋を設計する時に役立つ

北海道の橋の長寿命化を目指し、
耐力を的確に評価する技術を研究しています。

橋の耐力評価
Keyword

工学部社会環境工学科　金
か な ざ わ

澤　健
たける

 講師　【専門：コンクリート工学、構造工学】

主な担当科目：構造の力学A ・演習、構造の力学B・演習、構造解析学、地震工学

研究テーマ：凍害で劣化した既設コンクリート構造物の耐力評価

研究紹介 04

金澤講師からの  Message

　「解析」は、手計算で方程式を解くことを意味します。授業では構造力学で
使用されるいくつかの定理を紹介し、学生自身に実際に手を動かしてもらうこ
とを重視します。具体的には、定理に基づいて構造物の内部に生じる力や変
位（位置の移動）を実際に計算してもらい、構造物を設計する能力の基礎を養っ
ていきます。コンピュータが当たり前になった今、専門家でなくても電卓のよ
うな手軽さで橋の複雑な構造計算が可能になっています。しかし、コンピュー
タは 「なぜそうなったのか」を決して説明してはくれません。コンピュータに
使われるだけの人材にならないための力学的なセンスは、実際に手を動かし
て多くの問題に触れなければ絶対に身につきません。ここに、この授業の大
きなねらいがあります。

授業を通して、 自分の頭で考え、 理解する経験を積んでほしい

構造解析学授業

卒業研究では現場見学も（高速道路リニューアル工事） コンクリートの耐力についての実験 実験（上）と比較したパソコンの解析結果

振動実験を行ったホオノキ 11カ所に加速度計を配置

1 回振動を与える減衰自由振動実験の振動波形

5Hz（1 秒間に5回）強制加振実験の振動波形
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　研究室では学生
に、問題だと言わ
れている違法路上
駐車が、50 年間な
ぜ 解 決 し な い の
か、まずそこから
考えてみようと話
しています。解決

する方が不幸なことがあるので、そう
ではないうまくいく方法を考える。最
終的な落としどころは、みんなが幸せ
に暮らせることなのです。

　 本 学 科 は 4 年
次の卒業研究のウ
エートが大きく、
集大成として位置
付けています。研
究は授業とは大き
く異なり、自分か
らいかにアクティ

ブに動くかがカギ。何もないところか
ら自分で生み出し、論文として形に残
すことは、社会に出てから役立つ素晴
らしい訓練になります。

　札幌市の都心地区で、路上駐車の実査を 35 年続けてきました。都心商業
地域での路上駐車は、違法と言われる行為なのに、なぜ日本中で続いている
のか。この疑問が、研究の出発点です。何がどうなっているのか、多くの要
因から観測、分析しています。違法な路上駐車の対策の目的は、都心地区で
の交通秩序の回復にあって、現行の法律の厳格な実行ではないということに
気づき、研究の柱ができました。そこに気づくきっかけの一つは、路上駐車
問題について海外で発表したことでした。欧米では法律をほぼ厳格に実行し
ますから、なぜ日本はそうしないのかと不思議がられたのです。そこで、法
律についての研究も進めたところ、日本には法規範ではなく、市民規範でな
んとかみんなでうまくやってきたという長い歴史がありました。路上駐車問題
にも、そうした日本人の法観念が根っこにある。それらを考え合わせると、都
市交通のキーワードは「共存」といえます。狭い空間の中でみんなが少しずつ
我慢し合い、異なる機能をうまく共存させる工夫を見つけようということです。

都市交通を考えるキーワードは「共存」

　今は、札幌市内のパーキング・チケットの調査を行っています。道路上の定
められたスペース内に、 時間を限って有料で駐車できるように設置されており、
機械でチケットを購入して利用しますが、料金を払わない人もいます。そこで、
研究室の学生と毎日約 6 時間、その場所に張り付いて、車の出入りの時間や料
金を払ったかなどを調べ、運用方法などを研究。学生の提案で男女の支払い率
の違いも調査してみると、女性の方が支払い率が高いことが分かり、学生の視
点も研究に役立っています。

パーキング・チケットの現場に
張り付いて調査も

街中でのタクシーの客待ち駐車。交差点の横断歩道までタクシーが駐車しています

歩道上の自転車の駐車。自転車がずいぶん歩道を狭めています

洪水によって破壊された道路

人々の生活を守るためのダム建設

研究室の学生による路上調査 ダム湖によって造られた風景

この交差点の青信号は歩行者に対してで、軽車両である自転車は信号無視をしていることに

限られた交通空間の中で、みんなが少しずつ我慢し合い、
異なる機能をうまく「共存」させるための方法を見つけよう。

交通
Keyword

工学部社会環境工学科　堂
ど う

杮
が き

 栄
え い

輔
す け

 教授　【専門：交通管理】

主な担当科目：計画数理Ⅰ・演習、計画数理 II・演習、社会調査法、CE 総論、都市・交通計画

研究テーマ：都心商業地域での路上駐車問題

研究紹介 05

堂柿教授からの  Message

　都市規模に応じた交通機関別分担の様子を知ることが、授業のねらいです。
我が国の都市交通計画は、三大都市圏を対象としてきましたが、需要が供給
を上回らない県庁所在地クラスの地方都市では、もっぱら自動車交通が柱と
なっています。最近、問題視されている高齢者の運転についても、このこと
が問題の原因となっています。授業では、都市交通の諸現象について、統計
数値から理解します。日常の経験の中で「都市交通」を意識できるか、机上
を離れて社会システムを実感できるかがポイントになります。私の研究室の学
生とともに調査してきた路上駐車や歩道上に止められた自転車など、都市交
通に関する困った現象についても事例として取り上げ、研究の成果を授業に
フィードバックしています。

歩いていて、自転車で、気になることが学びの出発点

都市・交通計画授業

　雨が降り、その集合体として河川が存在します。人は古来、川辺に住み、
水の恩恵を受けてきましたが、水害も多く経験してきました。現代のように人
命・ 資産が洪水氾濫域に集中する場合は、河川計画が非常に重要な要素にな
ります。「何年に一度の大雨が降った場合、どれくらいの水量が河川に流れて
くるのか」。この具体的な河川流量を計算するための数学モデルの開発が、私
の研究の基本です。近年、短時間強雨の発生回数が増加するなど、温暖化に
よって北海道でも降雨現象が変化しています。気温がどれだけ上がると、雨
がどれだけ増えるか。そして、どのくらいの雨が降ると、どのくらい河川の水
量が増えるのか。それが基本になって、ダムや堤防の設計、遊水池の設置な
どさまざまな対策をするわけです。こうした河川計画の大本になる計算方法
が流出解析モデルであり、これを研究対象としています。

温暖化による降雨現象の変化なども
考慮して研究

　数学モデルの開発・構築がテーマですから、数学理論を駆使してモデル理
論を構成し、プログラムを組んで具体的なデータで計算するのが基本スタイル
です。また、実現象を計算上で再現するわけですから、モデルの構成上に物
理的制限もあり、非常に難しいとされる分野です。この研究は、いかに正確
に計算するかが非常に重要です。いいかげんな計算をすると、河川管理上の国
家予算の無駄遣いや人命ロスなどにもつながるため、使命感を持って取り組ん
でいます。川があふれてから対応するのでは、技術の意味はありません。私た
ち研究者は、信頼性の高い研究に基づいて、「今のまま、あぐらをかいていては
ダメですよ、危ないですよ」と、世の中に常に訴えていくことを目指しています。

人命を守るため、
使命感を持って研究成果を発信

何年に一度の大雨が降った時、河川に流れてくる水量は？
その計算値が洪水災害の対策につながっていきます。

水
Keyword

工学部社会環境工学科　嵯
さ が

峨　浩
ひろし

 教授　【専門：水文学、水工学】

主な担当科目：流れ学 A・演習、流れ学 B・演習、水理学 II・演習、河川工学

研究テーマ：降雨流出系における流出解析モデルの開発について

研究紹介 06

嵯峨教授からの  Message

　水理学Ⅱ・演習は水の現象・ 挙動を数学や物理学の知識を使って明らかに
する科目です。水は決まった形を持たず、気ままに流れているように見えます
が、ある法則に従って流れています。この法則を支配方程式といい、多くは
微分方程式で表されます。この支配方程式を解くことによって水の流れのメカ
ニズムを明らかにすることが目的です。この科目は本学科の学生にとって欠か
すことのできない基礎科目であり、上級年次の応用科目の理解に大いに力を
発揮します。また、河川計画をはじめ空気や水などの流体が関係する環境問
題の解決にも必要な知識となります。この科目は日常、目にする水の動きを
数学的に記述するわけですから、頭の中で常に現象をイメージしながら数学・
物理学の知識を結びつけることが修得の大事な要素となります。

社会環境工学科で必須の基礎知識だから確実に理解を

水理学Ⅱ・演習授業
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　水資源は無限に
あるものではあり
ません。前職の民
間企業で国内外の
水処理に関わった
経験から、より強
くそう思います。
水資源を守ってい

くにはどうしたらいいのか。次世代の
エンジニアになるみなさんに、 上下水
道を含めて水循環を考えられるように
なってほしいと思います。

　私の 研 究 室は、
学生を現場へ連れ
て 行くの が 特 徴。
現場に行って、現
場で考えることを
大切にしています。
何 よ り 現 場 で 学
生は、“お客さん”

ではいられないので、自分で判断して自
分から動くことができるようになります。
その力が就職してから役立つと、これま
での卒業生たちは言ってくれます。

　山の中の川には、いろいろなものが水に乗って流れています。水には溶け
込む成分もあれば葉や枝の一部など粒の状態で含まれるものもあります。そ
れを虫が食べて、さらに魚が食べて、生態系を支えるエネルギー源となる有
機物を山が供給しています。私が研究テーマの一つとしているのは、こうした
自然環境の中の水について。これから気候変動が進んでもし雪が降らなくなっ
たら、落ち葉が雪の下で分解されて春先に流れるという現象はどうなるのか。
それが下流の生き物たち、さらに海にまでどう影響するのか。「水源保全」と

「物質動態」をキーワードに、山や周辺環境から川や湖に物質がどう流れてく
るのかを注意深く見続けています。
　今は、マイクロプラスチックも気になります。軽くて小さいマイクロプラスチッ
クは大気中にも浮遊し、たちが悪いことに分解されません。山に降り注いで
いるのなら、そこでたまっているのか、水の中に出てきているのか。今後はそ
うしたことも見ていきたいと思います。

山から川、海まで。
キーワードは「水源保全」と「物質動態」

　将来的な夢として、北海道全域の水質マップづくりを考えています。北海道
の水環境は特徴的です。例えば日本の湿原の大半は北海道にありますが、寒
冷地で水がたまっている所の水質は特徴的で、適応する植物しか生きられませ
ん。その環境を壊してしまうと、生き延びてきた希少種がすぐにいなくなって
しまいます。土地固有のものとして、それは残しておかなければならない。世
界へも発信できるように、北海道の水質の特徴を整理していきたいと思います。
同時に私は「人の生活にある水」をいつも意識していて、道内の水道や下水道
などのこれからについて考えていきたいと思っています。

道内各地の水質の特徴を整理して
マップづくりを

河川水中の粒状態有機物を調査

浄水場の沈でん池

北海道の水環境は特徴的。生態系を守り、
私たちの毎日に欠かせない「水」のために貢献を。

水環境
Keyword

工学部社会環境工学科　山
や ま

田
だ

 俊
と し

郎
ろ う

 教授　【専門：衛生工学、水環境工学】

主な担当科目：環境工学序論、上下水道工学Ⅰ・Ⅱ、水理学Ⅰ・演習、品質管理・演習、環境計測実習、リスクマネジメント

研究テーマ：自然環境の中の「水」と、生活の中の「水」を考える

研究紹介 07

山田教授からの  Message

　市民生活を支える上下水道の施設や設計法をはじめ全体を俯瞰できるよう
な内容の講義を行い、自分たちの生活の中での水について考えていきます。
上下水道というインフラは今の市民生活には欠かせないものであるとともに、
水は循環しているものであることを常に意識してもらいたい。また、生活の中
で、水は「量」としてではなく主に「質」として使っています。必要な量、必
要な質の水を、いかにエネルギーやお金をかけずに得ていくのか。蛇口から
いつも安全な水が出る今の状況は水道というインフラで成り立っていますが、
今後もその仕組みを維持できるのか、といった課題について自ら答えが出せ
るようになることが、この科目の最終的なゴールと考えています。

生活に欠かせないサービスとしての視点と水の循環と質を意識できる技術者へ

上下水道工学Ⅰ授業

　北海道に特化した研究としてスタートしたのが、このテーマ。自分の専門の
「水」から北海道を考え、寒さと酪農に着目すると消毒副生成物の問題が浮

かび上がりました。寒冷地帯の泥炭地にはフミン質がたくさん含まれていて、
これ自体に害はないのですが、塩素が入ると発がん性物質が生じるという問
題があります。日本の水道は塩素消毒することが法律で定められていますが、
そうした問題があるので、塩素使用量をできるだけ減らすことが求められてい
ます。道内には広大な酪農地帯があり、水道原水中のアンモニア処理に一定
量の塩素が必要になっていることから、それとは違う処理の方法が確立でき
れば、北海道から本州、もしくは世界に発信できる研究になるのではと考え
ています。

北海道の地域性に着目した「水」の
問題解決のために

　そのために一番可能性があると考えているのが、光触媒の活用です。光触
媒によるアンモニア分解のメカニズムは既に分かっていて、効率化をいかに図
るかが課題。光触媒が反応するのは紫外線ですが、太陽の光だけでは弱いこ
とから LED で紫外線を当て、光触媒を組み合わせたアンモニア分解に注目し
ています。この研究は実現の可能性が高いと思われますし、実現できれば塩
素を使っていた処理を一つ減らせるということで、水質管理上、意味のある一
歩になると思います。日本の水処理の技術は世界でも最先端ですが、塩素に 
対する感覚が違っていて、世界に目を向けると塩素による水処理は臭いや消毒
副生成物生成の面で嫌われる傾向にあります。そういう面でも、世界に発信
できる技術として期待できます。

LEDによる紫外線と光触媒の
組み合わせでアンモニアを分解

寒冷・酪農地帯に適した水処理方法の確立へ。
人間になくてはならない「水」の重要性を再認識しよう！

浄水処理
Keyword

工学部社会環境工学科　安
あ ん ど う

藤 直
な お

哉
や

 准教授　【専門：環境工学】

主な担当科目：都市環境工学、環境評価論、リスクマネジメント、環境計測実習

研究テーマ：紫外線と光触媒の組み合わせによる
　　　　水道原水中のアンモニア分解処理に関する研究

研究紹介 08

 安藤准教授からの  Message

　水質汚濁や大気汚染などの都市環境問題について、歴史的背景と現状、原
因と対策、政策と法制度などを講義。水を一つの資源と捉えた時、マチをど
う考えていったらいいのか、逆に、人が集まってマチができた時に水をどう考
えていったらいいのか、というところから話を始めます。今の北海道は人口が
減少し、 分散化も進んでいるので、そういう場合の水の使い方を考えるベース
として、自治体などで仕事をする際に学んだことを使ってもらいたいと思って
います。知識を身につけるとともに、日頃から環境に対する興味を持ち、で
きる配慮は生活の中で実践を。何事にも常に興味を持って考えていなければ
問題に気づくことは難しいので、そうした視点を将来のためにぜひ身につけて
ください。

環境に対する興味を持って生活の中でできる配慮を

都市環境工学授業

北海道の「水」の循環のイメージ 塩素に代わるアンモニア処理に注目！
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　 研 究 で は 大 型
供試体の製作をす
るため、それぞれ
テーマが異なって
も学生同士の協力
が不可欠です。こ
の協力意識や共同
作 業 経 験 は 将 来

きっと役に立ちます。そのためにも普段は
肩肘張らずに皆でワイワイと集まりやすい
雰囲気で、けれども、やるときはビシッと
やる。そんな研究室を目指しています。

　コンクリート構造物は、原材料を練混ぜた後のまだ固まらないコンクリー
トを、現場で型枠に流し込んで製作（打設）され、十分強度が発現するまで
は温度や湿度などに対して厳格な管理が必要です。これに対し、コンクリー
ト構造物の一部を工場で製作し、現場で組立てる工法があります。現場にお
ける管理や施工の工程を省力化でき、天候に左右されない施工ができるため、
生産性の向上が見込まれるとして、現在、この工法の普及拡大が進められて
います。ただし、構造物を分割するために、どうしても接合面を有する接合
部が生じてしまいます。接合部は普通、構造上の弱点となるため、構造物の
中で最初に破壊しないような設計が求められます。接合部は条件が複雑で、
力が作用した時のふるまいも３次元的で複雑となるため、計算式による破壊
の予測が難しいのが現状です。そのため、実物を模擬した載荷実験などによっ
て設計がなされています。しかし、寸法や補強材の量、配置を変更する度に、
実験が必要となってしまいます。コンピューターシミュレーションによる予測
が可能となれば、破壊に至るまでの変形や各材料の損傷過程も予測すること
ができ、より自由に寸法や補強材の量、配置を決定することが可能となります。

破壊に至るまでの変形や損傷過程を予測
　研究では、接合部や接合部を含む部材を模擬した破壊実験とシミュレーショ
ンによって、破壊メカニズムの解明、モデルの作成と検証を行ないます。この
他にも、実験とシミュレーションの両面から、構造物のモデル化方法や破壊メ
カニズムの解明について研究しています。実験結果材料のふるまいと、その相
互作用とが構造全体の破壊にどう結びつくのかを知識を総動員して想像し、解
明するのがこの研究の醍醐味であり、また、その結びつきを実感できるのが研
究の特徴です。
　また、新設構造物だけではなく材料劣化した構造物も対象とし、将来の構造
物の設計だけでなく、維持管理にもに役立つことを目指しています。土木分野は、
自身の研究成果によって社会全体に貢献できることにやりがいを感じています。

新設構造物だけでなく維持管理も視野に

コンクリートとコンクリート、コンクリートと他材料の接合部分の
３次元的なふるまいをシミュレーション可能とし、
コンクリート構造物のさらなる生産性向上を目指す。

コンクリート構造

Keyword
工学部社会環境工学科　高

た か は し

橋 良
り ょ う す け

輔 教授　【専門：コンクリート工学】

主な担当科目：コンクリート工学、コンクリート構造工学、地盤・構造材料実験

研究テーマ：接合を有するコンクリート構造物の性能評価

研究紹介 09

高橋教授からの  Message

　コンクリート構造工学は、土木構造で鋼構造と共に最も用いられている構
造の一つである鉄筋コンクリート構造の基本的な知識と力学的な計算方法に
ついて学びます。設計の基礎知識であるのはもちろん、管理、施工において
もコンクリート構造物の力学的なふるまいに対する知識は役立ちます。
　講義では、鉄筋コンクリートのはりに曲げの力やせん断の力が作用した時
の内部に生じる力や、破壊時の力を計算で求めます。対象が３次元であるこ
との理解、構造力学との連携の理解に努め、力学的な計算では力の釣合い
等を丁寧に解説し、実験式であればその背景や因子の意味を詳細に説明して、
解き方のみの記憶とならないようにします。応用できる知識を確実に身につけ
られるような講義を目指し、基礎の理解に時間を割いています。

将来の応用のため基礎的な原理の理解に重点を置く

コンクリート構造工学授業

2020年度 卒業研究発表会

大学４年間の集大成として、それまでの学習を基礎に自由な発想で取り組む

鉄筋で結合された接合部分を模擬した載荷実験（鉄筋破断後）

北海道遺産のタウシュベツ川橋梁

鋼板コンクリート合成はりの載荷実験と解析による再現 要素実験結果を導入した解析によるシミュレーション

モデル化

シミュレーション

ひび割れ性状

最大主ひずみ分布

接合面

接合面

　社会環境工学科では４年次になると各研究室へ配属され、大学生活の集大成として卒業研究
に取り組みます。研究室は「土・施工・計画系」のグループⅠ、「構造・数物系」のグループⅡ、
「水・環境系」のグループⅢに分かれており、各担当教員の指導を受けながら、卒業論文の執筆、
卒業研究発表会での研究発表を行います。

ーー大学院に進学した理由を教えてください。
「私は、大学入学当初、土木工学について興味・関心は他の学生に比べたらなかったと思います。しかし、

土木工学に興味・関心を持つことができたのは、専門科目を学んでいく中で、土木工学の対象としている
スケールの大きさや社会的影響力の大きさを感じたからです。もともとは、教員志望でしたが、大学３年
の時に専門科目を学ぶようになりもっと深く学びたいと思い大学院進学を視野に入れ始めました」
ーー入学当初は院に進学するとは想像がつかなかったのですね。大学４年間の経験から、成長したと感
じることはありますか？

「大学生活での成長はたくさんあると思います。その中で、自分の知らなかった視点から物事を考え、物
事をより把握し理解できる「思考力」を養うことができたと思います。この思考力は今後の研究活動に役
立っていくと思います」
ーー最後に高校生にメッセージをお願いします。

「高校で学んでいる数学や物理は何の役に立つのかと思いながら勉強している人もいると思いますが、こ
の数学や物理は土木工学を学んでいく中で避けては通れない学問です。なので、今は我

が

武
む

者
しゃ

羅
ら

になって
勉強してみてください！！！」

土木工学をベースとした専門科目に魅了され、大学院へ進学

北海学園大学大学院  工学研究科
建設工学専攻  修士課程 1 年

永井 遥奈 
（札幌光星高校卒業）

学生 INTERVIEW

グループ 教員名 令和２年度卒業研究テーマ一覧

グ
ル
ー
プ
Ⅰ〈
土
・
施
工
・
計
画
系
〉

堂柿  栄輔 教授

・パーキング・チケットの手数料設定に関する調査研究
・札幌市都心部のパーキング・チケットの利用実態
・パーキング・チケットの手数料支払率に関する調査研究
・路上駐車のアイドリングによる CO2 排出量と燃料消費量の推定
・時間制限駐車区間における駐車特性
・パーキング・チケット利用の地区別比較

小野  　丘 教授

・凍上力を受けるグラウンドアンカーの緊張力と法枠の変位
・道路の無電柱化について
・浅層型メタンハイドレートの掘削技術に関する基礎実験

所  　哲也 准教授

・乾式メタン発酵方法における材料の浸透特性の評価と改善手法の提案
・凍土の透水係数の間接的計測手法の検討
・鉛直埋設管周辺地盤の凍上対策に関する研究
・ジオシンセティックスを用いた排水パイプの開発
・凍結融解、降雨履歴を受ける斜面の表面水による浸食実験

グ
ル
ー
プ
Ⅱ〈
構
造
・
数
物
系
〉

小幡  卓司 教授

・橋梁点検データに基づいた橋梁補修順位意思決定問題に関する一考察
・塔状構造物のアクティブ振動制御に関する解析的研究
・画像解析を用いた舗装面の融雪剤残留量の推定に関する研究
・圧電素子を用いた橋梁構造物の走行荷重による損傷同定に関する研究

金澤　  健 講師

・鋼橋を含む景観の定量化に関する一考察
・実 RC 橋脚に対する固有振動数解析の精度について
・凍害を受けた RC 柱の曲げ解析
・桁受け部を有する RC はりのせん断解析
・引張軸力を受ける実大 RC 桁に対する下界定理を用いたせん断解析

グ
ル
ー
プ
Ⅲ〈
水
・
環
境
系
〉

嵯峨  　浩 教授

・極端化現象に伴う石狩川の基本高水の変動に関する研究 
・流出解析における未知パラメーターの時間変化に関する研究
・河川ゴミの投棄防止に関する調査研究
・本学科で使用される数学と高校で履修する数学の関連について

山田  俊郎 教授

・豊平川上中流域の河川水中における有機物の濃度の変化
・豊平川上流における水中の溶存イオンの分布について 
・定山渓地域および豊平川上流における大腸菌群・大腸菌の分布
・豊平川下流域における有機物の特徴と変化の関連
・豊平川下流域における生活環境指標と溶存イオン成分の特徴

安藤  直哉 准教授

・光触媒を用いた酸化効率の高効率化の研究
・マンガン砂除去性能の再生方法の検討 
・溶存性マンガンの不溶化における電気化学的処理の基礎研究 



2020年度 就職状況

　本学科を卒業すれば、国家・地方公務員、ゼネコン、設計コンサルタントなど就職先の選択
肢が広がります。入学時は就職のイメージがつかめていなくとも、専門科目の学びや、教員・
OB・OGとの関わりの中で、後悔のない進路選択ができる環境が整っています。

 過去５年間の主な就職先一覧（2021年10月現在）

官公庁名
北海道開発局
国土地理院
北海道庁
札幌市
旭川市
帯広市

苫小牧市
室蘭市
北広島市
小樽市
名寄市
深川市

企業名
西松建設
伊藤組土建
岩田地崎建設
中山組
草野作工
戸田建設

ドーコン
中央コンサルタンツ
開発工営社
北電総合設計
明治コンサルタント
ズコーシャ

ゼネコン
��％

その他
��％

建設コンサルタント
��％

公務員
��％

社会環境工学科の進路

 北海学園大学の社会環境工学科だからこそ広がる選択肢

地下鉄東豊線
地下鉄南北線

北海学園大学
山鼻CAMPUS

北海学園大学
豊平CAMPUS

地下鉄東西線

札 幌
さっぽろ

大 通

自衛隊総監部

南警察署

平
岸
通

中
島
公
園

藻岩山

バスセンター前

菊水

西11丁目

すすきの

中島公園

幌平橋
中の島

学園前

豊平公園

美園

平岸

南平岸

豊水すすきの

市 

電

豊平川

南七条大橋

豊平橋

幌平橋

一条大橋

南大橋

南十九条大橋

南二十二条大橋

36

453

230

12

この印刷物は植物油インキを
使用しています。

工学部事務室（山鼻キャンパス）

 ☎（011）841−1161（代）    FAX（011）551−2951

〒 062-8605　札幌市豊平区旭町 4 丁目 1 番 40 号
☎（011）841−1161（代）
地下鉄東豊線「学園前」駅直結〈「さっぽろ」駅より６分〉

豊平キャンパス

  社会環境工学科へのお問い合わせ

山鼻キャンパス

〒 064-0926　札幌市中央区南 26 条西 11 丁目 1 番 1 号
☎（011）841−1161（代）

社会環境工学科  https://eng.hgu. jp/
department/civi l-environment.html

社 会 環 境 工 学 科

じょうてつバス
札幌駅バスターミナルから 系統  快速 7  快速 8  南 54  南 55

「大通西 1」停留所から 系統  快速 7  快速 8  南 55
地下鉄東西線「西 11 丁目駅」停留所から 系統  南 4  南 54  南 64
すべて「北海学園大工学部前」停留所下車〈徒歩 1 分〉

札幌市電
「石山通」電停より徒歩 10分


